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11
月
６
日
〜
７
日
と
東
日

本
運
転
協
議
会
は
、
第
22
回

東
日
本
運
転
職
場
交
流
会
を

茨
城
県
「
い
こ
い
の
村
涸
沼
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
、
水
戸
が
準
備
地
本
と
な

り
水
戸
運
転
協
を
中
心
に
準

備
を
図
り
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
歓
迎
挨
拶
で
大
和
田
委

員
長
は
、
「
検
修
外
注
化
が

大
変
な
問
題
を
抱
え
た
施
策

で
あ
り
、
安
全
問
題
に
直
結

す
る
内
容
だ
け
に
し
っ
か
り

と
議
論
し
運
動
を
作
っ
て
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。
来
賓
に
松
井
東
本
部

書
記
長
、
講
演
に
は
九
州
本

部
運
転
協
議
会
今
村
正
成
議

長
が
、
「
Ｊ
Ｒ
九
州
に
お
け

る
検
修
業
務
委
託
に
つ
い
て
」

報
告
を
頂
き
、
引
き
続
き
東

本
部
武
笠
執
行
委
員
か
ら

「
検
修
外
注
化
提
案
・
第
２

次
解
明
交
渉
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
つ
の
分
散
会
も

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
（
運
転
②

検
修
②
）
、
検
修
外
注
化
に

つ
い
て
の
分
散
会
で
は
、
施

策
提
案
か
ら
約
２
年
が
経
過

す
る
な
か
、
１
年
９
ヶ
月
ぶ

り
の
団
体
交
渉
開
催
に
つ
い

て
、
施
策
の
矛
盾
を
指
摘
す

る
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最

終
日
に
は
、
木
立
東
日
本
運

転
協
議
会
議
長
が
交
流
会
の

集
約
を
行
い
、
奮
闘
す
る
決

意
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
10
月
末
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体

と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
」
と
し
て
、
現
在
六
日
以
内

に
行
っ
て
い
る
車
両
の
仕
業
検
査
業
務
や
車
両
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
会
社
に
委
託
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。
委
託
先
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
は
、
車
両
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
や
経
験
の
裏
付
け
が
無
く
、
将
来
的
に

は
、
作
業
の
効
率
化
と
大
幅
な
人
件
費
の
削
減
と
鉄
道
事
業
に
関
わ

る
技
術
の
放
棄
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

規
制
緩
和
で
安
全

は
事
業
者
任
せ

２
０
０
１
年
、
国
は
鉄
道

事
業
ご
と
に
定
め
て
い
た
五

つ
の
省
令
を
一
つ
に
ま
と
め

て
「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上

の
基
準
を
定
め
る
省
令
」
を

定
め
ま
し
た
。
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道

事
業
者
は
各
社
の
実
情
に
合
っ

た
技
術
基
準
を
策
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
車
両
の
定
期
検
査
で
は
、

「
そ
の
種
類
、
構
造
そ
の
他

使
用
の
状
況
に
応
じ
、
検
査

の
周
期
、
対
象
と
す
る
部
位

及
び
方
法
を
定
め
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
九

〇
条
）
と
、
検
査
周
期
や
検

査
方
法
が
事
業
者
任
せ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

社
員
家
族
の
思
い
に
応
え
ず

１
，
57
ヶ
月
の
超
定
額
回
答

貨
物
会
社
は
本
日
（
11
月
17
日
）
、

「
２
０
１
１
年
度
年
末
手
当
の
支
払

い
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
（
国
労
闘

申
第
7
号
）
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、

１
・
５
７
カ
月
分
の
超
低
額
回
答
を

行
い
ま
し
た
。
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
減
収
、
中

間
決
算
が
２
期
ぶ
り
赤
字
に
転
落
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
今
年
度
黒
字
の

確
保
に
向
け
期
末
手
当
を
抑
制
し
収

支
を
取
り
繕
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
24
年
余
、
貨
物
会
社
を
支
え
て

き
た
社
員
と
家
族
の
思
い
を
大
き
く

踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。

本
日
の
回
答
に
対
し
抗
議
の
取
り

組
み
と
し
て
、
各
級
機
関
は
貨
物
会

社
の
低
額
回
答
に
対
し
て
抗
議
行
動
。

抗
議
行
動
は
11
月
25
日
正
午
ま
で
実

施
す
る
こ
と
。

第
２
次
解
明
要
求
の
団
体
交
渉
開
催

国
労
東
日
本
本
部
は
10

月
31
日
か
ら
、

「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体

制
の
さ
ら
な
る
推
進
」
に
つ
い
て
の
第
２
次

解
明
要
求
（
国
労
東
日
本
申
第
15
号
２
０
１

０
年
１
月
28
日
付
）
交
渉
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

約
１
年
９
ヵ
月
ぶ
り
の
団
体
交
渉
と
な
り
、

11
月
14
日
に
は
第
３
回
目
の
団
体
交
渉
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
方
本
部
は
東
本
部
の
団
体

交
渉
を
踏
ま
え
、
12
月
11
日
（
日
）
10
時
か

ら
地
方
本
部
会
議
室
で
学
習
会
を
開
催
致
し

ま
す
。


